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念
講
演
会

時　間　 午後２時～３時半

場　所　 京都市考古資料館 ３階旧貴賓室

定　員　 各回 30 名 ( 先着順 )

料　金　 １人 1,000 円

　　　　   （当日受付でお支払い）

申　込　 事前予約制　 　８月１日から受付開始。

　　　　　 受付へ直接申込、 または電話、 Fax、 E-mail

　　　　　 にてお名前と電話番号をお知らせください。

TEL.075-432-3245 （代）　　FAX.075-431-3307

京都市上京区今出川通大宮東入元伊佐町265番地の1京都市考古資料館
Kyoto City Archaeological Museum E-mail ： museum@kyoto-arc.or.jp

ホームぺージ フェイスブック Ⅹ（旧：ツイッター）

　装身具は、縄文時代から確認されています。それは身体を装飾す
る道具でもあり、一方で呪具やシャーマンなど聖の性格を持ってい
ます。そうした装身具について考えていきます。

　高い身分にあった貴族の男女や華々しい戦いに身を投じた武士た
ちは、自ら美しく着飾り、装いに意匠を凝らしました。講演会では
展示品についてふれながら貴族や武士のファッションを紹介します。
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京都市考古資料館特別展示

（日）

（日）

「貴族の装い、武士の装い」

「装身具における聖と俗」

ーモード・アクセサリー・メイクアップー

９月８日

１０月２０日
（京都市考古資料館 副館長）

（京都市考古資料館 館長）山本雅和

和氣清章

ファッションの考古学


